
CHAPTER.01
SHINYOKO NO IMATO KOREKARA

新横浜の
今とこれから

シンヨコ

01.

新横浜の今ある魅力を再確認するとともに、
さらに生かしていく方向性をまとめています。
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横浜の陸の玄関口01-1 YOKOHAMA NO RIKU NO GENKANGUCHI

横浜アリーナバスターミナルⒸ鉄道・運輸機構東海道新幹線

広域的な拠点性を生かし
新たな魅力を呼び込む　

新横浜駅は、日本の大動脈である東海道新幹線の停車駅であり、ＪＲ横浜線、市営地下
鉄、相鉄新横浜線、東急新横浜線が乗り入れる一大ターミナルとなっています。

また、環状2号線や横浜北線等の幹線道路のほか、羽田空港等に直行するバス路線な
どの交通利便性を生かした新横浜都心にふさわしいオフィス街として発展しており、広域
的な拠点性を生かし、横浜国際総合競技場や横浜アリーナなど国内有数の大規模施設の
ほか、ホテルや飲食店、オフィスや共同住宅等が近接して立地しています。

これからもビジネス・スポーツ・イベントなど多様な目的を持った人々を受け入れる環
境を整えながら、働く人、暮らす人、訪れる人が同じ都市空間でつどい、つながることで、
新横浜ならではの新たな魅力や価値を呼び込んでいきます。

TOKYO
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AIRPORT

SHINYOKO
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横浜の陸の玄関口01-1 YOKOHAMA NO RIKU NO GENKANGUCHI

市営地下鉄ブルーライン
JR横浜線 JR東海道新幹線
相鉄新横浜線 東急新横浜線

新横浜駅の乗車人員
横浜市統計書　第９章

人 / 日

202４（令和６）年度

199,849
横浜市内の駅で 2 番目に多い！

2024（令和６）年度の年間来場者数
各施設事業報告書　または　各施設より提供

万人約新横浜公園（横浜国際総合競技場含む） 159

合計 430 万人以上が来場！

万人約横浜アリーナ 189
万人約新横浜ラーメン博物館 82
万人約KOSÉ新横浜スケートセンター 2

全便が停車する新幹線や空港からのバスを利用し、はじめて新横浜を訪れる人もまち
へのアクセスや乗り換えがスムーズにできるよう、経路のバリアフリー化や案内表示を
ユニバーサルデザインにするなど、誰もが安心して移動できる環境を保持していきます。

目的施設にアクセスするためのバスやタクシー、シェアサイクルなどの二次交通の充
実とあわせ、新たなモビリティの導入やデッキの拡充など、滞在・回遊を促す移動環境
の充実を図っていきます。

広域交通結節点としての機能1
スポーツや音楽、食などの多彩な集客施設とオフィスビルが共存する特性を生かし、
教育、文化、娯楽、宿泊など、更なる都市機能の集積を図ることにより、新横浜の魅力
や価値を象徴するような駅前空間を創出していきます。

地域の企業や住民、店舗、集客施設など、多様な主体が連携し、駅とまちが一体となっ
てにぎわいと交流を育み、多くの人々を迎え入れる、横浜の陸の玄関口にふさわしい
顔をつくっていきます。

駅周辺の顔づくり2

令和８年３月に策定した新図書館整備基本構想にもとづき、これまでに取り組んできたまちづくり
に加え、新図書館の整備を連携することで、「地域・企業の交流の場」や「まちなかへの回遊・滞留
の創出」などの効果を生み出し、価値向上と地域課題解決につなげます。

新図書館整備について市営地下鉄ブルーライン
市内事例

新図書館整備のイメージ

参考｜にぎわいと交流を育む広場と都市機能

まちづくりと新図書館整備の連携により期待される効果

● 新横浜の新たな魅力創出
● 地域・企業の交流の場
● 多様な都市機能

● 図書館の魅力・賑わい向上
● 新たな知の創出・発信
● まちなかへの回遊・滞留の創出
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進化しつづける新横浜
シンヨコ

01-2 SHINKA SHITSUDUKERU SHINYOKO

終業後の風景朝の通勤風景（アリーナ通り）宮内新横浜線沿いのオフィスビル群 立地企業のショールーム

企業のちからと多様なつながりが
都心の未来をひらく

横浜市の都心部の一つである新横浜都心は、新横浜地区、城郷地区、新羽地区、羽沢
地区の４地区で成り立っており、各地区の強みを生かし、つながりながら現在のまちをつ
くってきました。

新横浜都心の核である新横浜では、優れたアクセス性や都市インフラ、鳥山川や新横
浜駅前公園などの自然豊かな就業環境等を生かし、国内外からさらなる先端技術と人材
が集まり、産官学連携でイノベーションを起こし、発信・発展し続ける拠点を目指し、企業
のちからをより高められる環境づくりを進めていきます。

業務、商業、ホテル、教育、文化、観光等の多様な都市機能の集積と連携により、新た
な魅力や価値を創出し、進化しつづける新横浜を目指していきます。新横浜

新羽
城郷

羽沢

城郷
新羽
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進化しつづける新横浜01-2
シンヨコ

SHINKA SHITSUDUKERU SHINYOKO

健康づくりを促す場や子育て支援、自然豊かな憩いの場など、日常を支える機能の
充実を進めるとともに、受動喫煙の防止など、働く人、暮らす人、訪れる人の健康や快
適さにも配慮したまちづくりを目指していきます。個性ある飲食店や多様なサービス
店舗、品揃え豊かなスーパーマーケットなどの生活利便施設等の充実により、いつでも
便利に楽しめる豊かな環境を育み、住み続けたいまちを目指していきます。

3 働く・暮らす・訪れる を支え、
ウェルビーイングを実現するまちづくり

企業や大学、専門学校等がつどい、企業間連携・産学連携等による新たなアイデア
や価値の創造に挑戦し、ビジネスが生まれるなど、イノベーションを起こす場づくりを
進めていきます。さらに、企業の技術などを紹介するショールームや体験できる場所等
の導入により、新横浜の魅力を発信していきます。

2 企業との連携によるまちの魅力創出
限られた都市空間を上手に使いながら、働く場
や交流する場を生み出す建物の高層化や共同化、
駐車場の共同化や隔地駐車場の利用など、土地の
有効活用について積極的に工夫していきます。

企業立地を促進する施策の推進や定着しやすい
環境づくりにより、IT・半導体関連など時代をリー
ドする企業や地域に根差した企業等が集まり、本市
の経済をけん引する技術力と人材が豊富な拠点と
して、さらなる発展を目指していきます。

1 高度利用による業務機能の集積と都市機能の拡充

新横浜の産業別事業者数・従業員数
2021（令和３）年経済センサス活動調査 ▶データ詳細はＰ.57参照

事業所計

事業所数

2,246 人

従業員数

54,809計

産業分類

情報通信業

卸売・小売業
学術研究、専門・技術サービス

不動産業、物品賃貸業

サービス業
宿泊業、飲食サービス業

建設業
製造業
医療、福祉

金融業・保険業
その他

産業大分類別の事業所数と従業者数に関して、地区内に占める割合はいずれも［卸売・小売業］
が最も高く、市全体に占める割合はいずれも［情報通信業］が最も高い。

35 %35 %35 %
卸売・小売業

31 %31 %31 %
卸売・小売業

15 %15 %15 %
情報通信業情報通信業9 %9 %9 %

情報通信業情報通信業 サービス業サービス業
学術研究、専門・技術サービス学術研究、専門・技術サービス 11 %11 %11 %

11 %11 %11 %

YUMESAKI GALLERY
LG YOKOHAMA INNOVATION CENTER

ムラーボ！（Mulabo!）
村田製作所みなとみらいイノベーションセンター

Shiseido Beauty Park
資生堂グローバルイノベーションセンター

Green Park FLOOP
富士フイルムビジネスイノベーション

地域に開いたオフィスビル参考｜地域に開いたオフィスビル

横浜都心部では、オフィスビルの低層部を公開している企業が複数あり、地域とともに成長した
企業の歩みを紹介する展示や企業の技術を生かした体験コンテンツが設けられています。
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SHINKA SHITSUDUKERU SHINYOKO

● 都心にふさわしい商業業務施設の集積を図ります。
● 都心としての活力を増進し、都市施設の効率的活用を図るため、文化、教育、スポーツ、レク
リエーション施設や都市型住宅（共同住宅）を計画的に立地させ、都市の活性化を図ります。

● 歩行者空間ネットワークの拡充、整備を図ります。
● 特に新横浜駅周辺においては、交通や地域交流の拠点性を高めるため、商業業務、教育、
文化、スポーツ、レクリエーション等の計画的な立地とともに、共同化等によるさらなる高度
利用や、歩行者空間ネットワークの拡充等を一体的に図ります。

新横浜駅北部地区まちづくり協議指針　2025(令和７)年５月１日時点

都心業務商業ゾーン
商業業務のほか、教育、文化、スポーツ、レク
リエーション等の機能を備えた中心的地区

都心複合住宅ゾーン
都心業務商業ゾーンを補完する商業業務と
優良な共同住宅が共存する地区

流通業務を中心とした多様な都市機能と優
良な共同住宅の共存を図る地区

流通業務等複合ゾーン

地区に必要な多様な都市機能と優良な共
同住宅の共存を図る地区

商業住宅複合ゾーン

建築物の用途

その他協議内容

セットバックによる豊かな歩行空間の創出

● 建築物や敷地の共同化等を図り、敷地の高度利用を進める
● 駐車場の集約等により、まちの賑わいや憩いへの配慮に努める
● 地区の潤いを創出するため、極力緑化する
● 建築物のデザインや色彩は周辺環境に調和するよう配慮する

協議内容（一部抜粋）商業地域

用途地域

最低限第１種高度地区 / 建蔽率80% / 容積率800%
第７種高度地区 / 建蔽率80% / 容積率800%
第７種高度地区 / 建蔽率80% / 容積率600%

高度地区 /建蔽率 /容積率

住宅
業務施設
商業施設

商業系複合施設
宿泊施設
娯楽・遊戯施設

工場・運輸倉庫施設
公共・文教厚生施設
駐車場

新横浜における建物用途現況
建築計画概要書（横浜市）　2023（令和5）年度時点

用途別延べ床面積の割合建物用途図

▶データ詳細はＰ.57参照

29 %29 %29 %

業務施設

26 %26 %26 %
住宅

15 %15 %15 %
商業系複合施設商業系複合施設

新横浜が都心の核として発展してきた背景の一つに、業務、商業をはじめとする多
様な都市機能の立地を促してきた都市計画や「新横浜駅北部地区まちづくり協議指針」
があります。環状2号線や宮内新横浜線沿いを最低限第１種高度地区に指定し、業務、
商業等による土地の高度利用を図ることで、まちの骨格を形成しています。

これからも、駅を中心とした業務・商業・ホテル等の集積、アリーナ通りやF・マリノ
ス通り等に面して連続する商業施設、一丁目や鳥山川沿いの共同住宅、暮らしを支え
る施設など、エリアの特性に応じた土地利用を進め、バランスのとれたまちを目指して
いきます。

将来にわたり、現在の活力あるまちの魅力を守り、発展させるため、これまでの都市
計画や協議指針の趣旨を踏まえ、土地利用誘導に取り組んでいきます。

都市計画等によるまちの骨格の形成4

※今後、改正等がある可能性があります。

協議内容（一部抜粋）

進化しつづける新横浜01-2
シンヨコ
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新横浜らしい街並み
シンヨコ

01-3 SHINYOKO RASHII MACHINAMI

スタジアム通りの街並み 公開空地を設けたオフィスビル新横浜駅前公園からみた街並み グリーンポールのある街並み

新横浜駅から鳥山川に向かって、オフィス街、活気に満ちた店舗や緑あふれる通り、川
沿いの公園と閑静な住宅街など、徐々に変化する街並みがグラデーションとなって重なり
豊かな都市空間が構築されています。

土地区画整理事業による整然とした街路空間をベースとして、にぎわいと落ち着き、快
適性と安全性を保ちながら、それぞれの魅力が引き立て合い、働き、暮らし、訪れる全て
の人にとって心地よく、歩きたくなる、洗練された都市景観を形成していきます。

様々な表情を持ちながら
調和する街並みを育む
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新横浜らしい街並み01-3

新横浜駅前の街並み

SHINYOKO RASHII MACHINAMI

シンヨコ

高さや壁面等が連続的に整然と建ち並び、街並みに彩りを添える街路樹と相まって
統一感があるビル群と、駅周辺の顔となる建築物の連なりによって、新横浜都心にふ
さわしい拠点性のある都市景観をつくっていきます。

人の往来が多いエリアでは、低層部への商業機能や地域の子どもたち、暮らす人、
訪れる人が企業の技術力を身近に体験できる場等によって、歩行者の滞留や回遊性の
向上を図っていきます。

オーバーハングによりセットバックした空地と低層部の多様な施設による一体的な空
間づくりにより、連続した新横浜らしいにぎわいある都市景観を形成していきます。

1 拠点性のある都市景観の形成
オフィス街を象徴する環状2号線沿い、イベント来訪者が歩くアリーナ通り、住宅が
集まる一丁目など、通りに応じた低層部の施設の誘導、歩道やセットバックした空間の
工夫等により、歩いて楽しいヒューマンスケールの歩行空間をつくっていきます。

夜間でも、適切な照明の設置やイルミネーションの実施など、安心と景観が調和し
た歩行空間づくりを工夫していきます。

2 通りの個性や表情を生かした歩行空間

街路樹や花壇、敷地内の植栽等の環境を整え、都市にふさわしい立体的な緑等を
組み合わせた公開性、視認性の高い緑化空間など、働き、暮らし、訪れる全ての人が、
歩きながらゆとりや季節の変化、緑の豊かさを感じるやさしい景観を守り育てていき
ます。

地域の方々による広場や歩行空間の美化活動そのものが、都市の景観の一部でも
あり、コミュニティの輪を育むものとして大切にしていきます。

3 潤いや安らぎを身近に感じられる景観づくり

地区内の歩行空間

ハマロード・サポーター

2004（平成16）年の開始から20年以上、身近な道路の清掃や美化活動が行われています。

ハマロード・サポーターの活動の様子低層部がセットバックした街並み アリーナ通り沿いの街並み
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SHINYOKO DE TSUNAGARU新横浜でつながる
シンヨコ

01-4

まちを舞台につどい・つながり
新たな出会いや愛着を生み出す

横浜アリーナや駅前広場、公園、歩行空間など、まちのあらゆる場所がその場に応じた
「つどい」や「つながり」の舞台となり、地域力と企業・スポーツ・文化やイベント等との相
乗効果により、新たな機会や交流を生み出していきます。

通勤や通学、通院やリハビリの行き帰り、カフェやランチ、買い物、イベント後や仕事帰
りのひとときなど、時間によって表情が変わる通りを安心して歩き、とどまり、巡ることで、
楽しみ、愛着を持てるまちづくりを進めていきます。

新横浜駅前公園 オープンカフェの風景 新横浜パフォーマンス イベント開催時の横浜アリーナ
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働く人、暮らす人、訪れる人など、それぞれの暮らしや過ごし方に寄り添い、誰もが
つどいたくなる場をつくっていきます。マルシェでの生産者との出会い、フリーマーケッ
トを通した交流など、暮らしを豊かにする取組を工夫していきます。子どもたちが遊び、
学ぶ居場所づくりを進めていきます。

また、仕事やイベントの行き帰り、家族での外食などに寄ってみたくなるような、個
性豊かな飲食店などの魅力を高めることで、夜のまちにもにぎわいを生み出し、ナイト
タイムエコノミーの活性化につなげていきます。

1 つどいたくなる場づくり

まちのあちこちで生まれるにぎわいやつどいが緩やかにつながり、回遊性が生まれ
ることで、一体感が生まれ、巡りたくなるまちを目指します。

これまで国際的な大規模イベントの舞台となってきた経験を踏まえ、地域や企業、
店舗、プロスポーツチームなどと連携しながら、公園や道路などの公共空間、公開空地
等を活用し、まちに開かれた場づくりや社会実験など、新たなチャレンジを支える土壌
を育み、まちの魅力と活力を高めることで、歩いて楽しいまちを創出します。

2 歩いて楽しいまちの創出

駅や大規模施設等を起点としたアクセス性の向上とあわせ、シェアサイクルなど、移
動の選択肢を広げまちの回遊を促すとともに、病院等との行き帰りの途中で休める場
など、誰もがまちなかを安心して、快適かつ気軽に行き来できる環境を目指します。

さらに、駐車場の共同化や隔地駐車場の活用等とこれらの移動手段の組合せ等に
より、快適でにぎわいのある歩行空間の保全と回遊性向上の両立を図っていきます。

3 多彩な移動環境の充実

自動運転バス シェアサイクル

タクシー乗り場 通り沿いのベンチ

新横浜でつながる01-4
シンヨコ

SHINYOKO DE TSUNAGARU

※写真はイメージです。

横浜国際総合競技場

小机城跡

新横浜公園

横浜労災病院

鶴見川

鳥山川
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活動紹介

新横浜でつながる01-4
シンヨコ

SHINYOKO DE TSUNAGARU

ガーデンシティ新横浜ＰＪ

新横浜町内会では、花と緑と環境にやさしい新横浜をめざして、「“通路”から“街並み”へ」「あそ
びのあるまちへ」「ガーデニングのある穏やかな日常＆コミュニティ」などを掲げ、まちの美化活動等
を実施しています。

かもねくん

新横浜パフォ－マンスが横濱開港150周年を記念して発売した「鴨まん」のキャラクター

新横浜パフォーマンス20周年を記念して誕生。新横浜の素敵な情報を発信中

新横浜ストリートマネジメント委員会

新横浜町内会は市内2例目の「道路協力団体」に認定されています。

2022（令和４）年4月に、新横浜町内会の若手メンバーで構成する
委員会が発足し、精力的に活動しています。

● グリーンポール・ハンギングプランツ
道路協力団体となったことで、まちなかのグリーンポールに広告を掲出
本収益をまちの花壇整備・緑の維持管理に充当

● 植栽帯ベンチ

● F・マリノス通り街灯改修

● シンヨコハマルシェ

炊き出し訓練を兼ねた餅つき大会 新横浜パフォーマンス

新横浜盆踊り新横浜盆踊りのチラシ
● ボックス花壇　制作・設置

新横浜町内会、新横浜自治会、アデニウム新横浜自治会では、一緒に「盆踊り大会」や「餅
つき大会」などの地域の親睦を高める行事に取り組んでいます。

また、新横浜町内会は、「ハマロード・サポーター」、「防災訓練」等の
まちづくり活動とあわせ、多くの企業や関係団体からの協力を得て「新
横浜パフォーマンス」等を毎年開催しています。

これらの活動は、新横浜の地区内にとどまらず、地区外からの参加も受け入れ、広がり
のあるつながりを生み出しています。

つながりを生み出す地域活動4

かもねくん

活動紹介

● グリーンポール・ハンギングプランツ
道路協力団体となったことで、まちなかのグリーンポールに広告を掲出
本収益をまちの花壇整備・緑の維持管理に充当
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SHINYOKO NO KANKYOU新横浜の環境
シンヨコ

01-5

風の通り道に設置された風鈴 EV充電スタンド鳥山川沿いの桜並木 公開空地の花壇（アデニウム新横浜）

自然のうるおいが
まちに心地よさを届ける

新横浜は、街路樹や花壇により季節のうつろいを感じられるオフィス街、鳥山川沿いの
緑地や公園を中心とした緑の連なりと住宅群など、日常の中に自然のうるおいを身近に
感じるまちになっています。

都市の自然環境は、住む人、働く人、訪れる人にとって、憩いやつどいの空間であると
ともに、脱炭素化や生物多様性の保全等に寄与する重要な資源です。

気候変動への対応や環境負荷の軽減に向けて、多様な主体との連携による取組を推
進し、豊かな資源を未来につなぐ持続可能な都市環境を創出していきます。
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新横浜の環境01-5
シンヨコ

SHINYOKO NO KANKYOU

地域の暮らしに潤いやつながりをもたらす都市の緑の保全・創出を進めるとともに、
公園の柔軟な活用など、市民が実感できる豊かで安らぎのある空間を育んでいきます。

建築物の低層部の連続したセットバックとオーバーハングによる日陰の創出など、暑
熱対策等が期待できる快適な歩行空間づくりを進めていきます。

環境性能に優れた建築物への更新促進やEV・シェアモビリティの利用促進、地表面
の植栽の推進など、脱炭素化に向けた都市の基盤づくりを推進していきます。

1 環境にやさしいまちづくりの推進

脱炭素社会の実現に向け、「YOKOHAMA GO GREEN」の活動を広げ、地域の
人々と共に、「環境にやさしい行動（GO GREEN）」を推進していきます。

2 脱炭素なライフスタイルの推進１人あたりの公園面積

新横浜

㎡ /人約 5.75

住民基本台帳・横浜市都市公園一覧表
より算出（2025（令和７）年１月時点）

㎡ / 人約

横浜市全体

4.99

脱炭素・循環型社会の実現に資する取組

都市緑化による効果の例

YOKOHAMA GO GREEN参考｜YOKOHAMA GO GREEN

新横浜駅前公園のレインガーデン

横浜市公園緑地配置図（横浜市）より作成

横浜市は、2050（令和32）年の脱炭素社会の
実現に向け、脱炭素・環境施策統一スローガン
「YOKOHAMA GO GREEN」を策定しました。
「GO GREEN」は「環境にやさしい行動をとる」と
いう意味があり、市と市民・事業者の皆様が一丸
となって、環境にやさしい行動の実践を推進します。

● 屋上・壁面緑化による建築物の熱環境改善効果
● ベランダ緑化による日照調節効果
● 壁面緑化・樹木による外部騒音低減効果
● 地表面の植栽・雨庭（レインガーデン）による雨水
流出緩和効果

● 緑被地増加によるヒートアイランド現象の緩和効果

● カーボンニュートラルの取組
省エネ性能の高い建築物 / 再生可能エネルギーの導入  など

● サーキュラーエコノミーの取組
常設型リサイクルステーション / 木材やリサイクル材を活用した建築物  など

● ネイチャーポジティブの取組
生物多様性の保全につながるビオトープの創出  など

● 緑化の取組
地域在来種を用いるなど質の高い緑化空間 / 立体緑化など視認性の高い緑化空間  など

● 気候変動への適応策の取組
暑熱対策（シェルター、水盤などによるクールスポットの創出）  など

都市公園 緑地 街路樹

新横浜駅
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SHINYOKO NO ANZEN ANSHIN新横浜の安全安心01-6
シンヨコ

駅周辺混乱防止対策訓練 足元を照らす夜間照明地域での防災訓練（災害用ハマッコトイレ）新横浜第一公園災害用井戸

日々の備えが都心の未来を支える

地震や火災、風水害など、いつ起こるかわからない災害への備えと、もしもの時に被
害を減らし、早期復旧につなげられるような対策など、今ある安全と安心の維持のため、
日々の積み重ねが必要です。

日々の備えにより、住む人、働く人、訪れる人の全てが、新横浜で安心して暮らし、働き、
楽しみ続けることのできる環境づくりを図るとともに、災害時における安全な避難の確保
や円滑な復興により、未来につながるまちづくりを目指していきます。
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新横浜の安全安心
シンヨコ

01-6 SHINYOKO NO ANZEN ANSHIN

地域の住民や企業が連携し防災訓練等
に取り組むことで防災意識を高め、地域
全体で災害に備える体制づくりを強化し
ていきます。

いざという時に助け合うことができる
よう、日々の地域活動を通じて、顔の見え
る関係性を築きながら、防災への意識や
地域のつながりを高め、安心なまちづくり
を推進します。

2 地域で備える安全なまちづくり

誰もが安全安心に暮らし続けることができるよう、夜間照明や防犯カメラの設置、
歩きやすい歩行空間づくり、子どもたちが生き生きと遊び、学べる場など、日々の暮ら
しを支える環境をつくっていきます。

防犯や交通安全の取組をはじめ、地域で見守る関係性を築いていくことで、誰もが
安心して過ごせるまちを目指します。

3 誰もが安心して暮らせる環境づくり

横浜市では、大規模災害発生時に、帰宅困難者の発
生を抑制するための取組等を定めた「一斉帰宅抑制の基
本方針」を定め、「むやみに移動を開始しない」という基
本原則の徹底に取り組んでいます。

広域ターミナル駅であり、大規模集客施設やオフィス
ビルが集積する新横浜においては、特に、地区内の各事
業者の協力が不可欠です。

▪事業所での従業員の待機

▪３日間の待機に備えた備蓄の推進

▪安全確認・情報収集手段の確保

取組の例

災害時一斉帰宅の抑制

新横浜公園は、多目的遊水地の上に建設されており、鶴見
川の洪水からまちを守るための装置として機能しています。

新横浜公園の多目的遊水地機能

炊き出し訓練

建築物やインフラの耐震化・不燃化・浸水対策の推進に加え、雨水の浸透や貯留機
能の確保、電気設備の高所設置、グリーンインフラの活用などによる災害への備えを
強化していきます。

誰もが安心して避難できる動線の確保や帰宅困難者の一時滞在施設の指定など、大
規模イベント時の対策等も含めて災害リスクの低減に向けた取組を推進していきます。

1 暮らしと経済活動を守る防災と減災への備え

横浜市では、災害発生時に徒歩での帰宅が難しい方々へ、休憩場所のほか、トイレや水道水、情
報の提供を行う、帰宅困難者一時滞在施設の指定を行っています。来街者の多い新横浜駅周辺では、
民間事業者のご協力のもと、帰宅困難者一時滞在施設の更なる整備が求められます。

帰宅困難者一時滞在施設

横浜市ホームページより作成（2026（令和8）年3月時点）

地域防災拠点
広域避難拠点
帰宅困難者一時滞在施設
公園公園

広域避難場所広域避難場所

堤防堤防 超流堤

鶴見川鶴見川 遊水地遊水地
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